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の解決策として①地域間格差を是正するためのEU財政の拡充 ②新たな雇用を生み出す  
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・3％を超えると、「過度の赤字」と認定され、制止措置を取ったあと、それでも赤字が   
是正されない場合、制裁措置が発動される。  
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不況時には税収の減少が予想されるが、その際、「3％ルール」を守るためには更なる歳出  
の削減あるいは増税が必要となる。  
各国の一般政府の財政収支・プライマリーバランス ・公債利払いの対GDP比率（単位：％）  
1998   1999   2000   2o1   
ベルギー  
財政収支   －0．7   －0・．5   0．1   0．4   
プライマリ⊥バランス   6．8   6．5   6．9   6．9   
公債利払い   7．5   7．2   6．8   6．5   
ドイツ  
財政収支   ⊥2．2   －1．5   1．1   －2．8   
プライマリーバランス   1．4   2．0   4．5   0．5   
公債利払い   3．6  3．ち   3．4   写．3   
ギリシャ  
財政収支   －2ト5   －1．9   0．8   0．1   
プライマリーバランス   5．3   5．3   6．1  6．3   
公債利払い   7．8   7．2   6．9   6．2   
スペイン  
財政収支   －2．7   －1．1   －0．6   －0．1   
プライマリーバランス   1．6   2．4   2．7   3．0   
令債利払い   4．3   3．5   3．3   3．1   
フランス  
財政収支   －2．7   －1．6   －1．3   －1．4   
プライマリーバランス   0．9   1．7   1．9   1．．8   
公債利払い   3．6   3．3   3．2   3，2   
アイルランド  
財蓼収支   2．4   2．2   4．4   1．5   
プライマリーバランス   5．8   冬．5   6．5   3．1   
公債利払い   3．4   2．3   2．1   1．6   
イタリア  
財政収支   －2．8   -1.8 －0．5   －2．2   
プライマリーバランス   5．2   5．0   519   4．1   
公債利払い   8．0   6．8   6．4   6．3   
ルクセンブルグ  
財政収支   3．1   3．6   5．6   6．1   
プライマリーバラン＿ス   3▲4   3．9   5．9   6．4   
年債利払い   0．3   0．3   0．3   0．3   
オランダ  
財政収支   －0．8   0ト7   2－．2   0．1   
プライマリーバランス   4．1   5．1   6．1   3．6   
公債利払い   4．9   4．4   3．9   3．5   
オーストリア  
財政収支   －2．4   －2∴3   1．5   0．2   
プライマリーバランス   1．4   1．声   2．0   3．6   
公債利払い   3．8   ．6   3．5   3．4   
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ポルトガル  
財政収支   －2．6   －2．4   －2．9   －4．1   
プライマリーバランス   0．9   0．8   0．3   －1．1   
公債利払い   3．5   3．2   3．2   3．0   
フィンランド  
財政収支   1・3   1．9   7．0   4．9   
プライマリーバランス   4．9   5．0   9．9   7．6   
公債利払い   3．6   3．1   2．9   2．7   
Euro area 
財政収支   －2．2   －1．3   －0．8   －1．3   
プライマリーバランス   2．5   2．9   3．2   2．6   
公債利払い   4．7   4．2   4．0   3，9   
（出所）Eurostatより作成  】  
【財政の歳出項目において、社会保障や労働給付に関係する義務的経費である雇用者所得  





1btd   Compensation of employees Cu汀ent仕ansfヒr   0血ers   
1992  52．3   1l．4   25．6   15．3 
1993  53．7   11．6   26．6   15．5   
1994  52．7   ll．3   26．5   14．9   
1995  52．2   11．2   26．1   14．9   
1996  52．2   11．2   26．6   14．4   
1997  50．9   11．0   26．2   13．7   
1998  49．9   10．7   25．9   13．3   
1999  49．6   10．7   25．8   13．l   
2000  48．8   10．5   25．5   12．寧   
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与える影響は計り知れない。  
ユーロ加盟国のGDP規模とユーロ圏全体に占める割合（100万ユーロ、％）  
ドイツ  207120030   
フランス  146372221   
イタリア  121669418   
スペイン  651641 10 
オランダ  4291726   
ベルギー  256594   
オーストリア  21016l3   
フィンランド  1359762   
ギリシャ  1309262   
ポルトガル  1229012   
アイルランド  1153522   
ルクセンブルグ  215100．3   
（出  
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家計におイナる金融資産構成の推移  
10D ヲ畠   
9ロ戸島   
8日ヲ孟   
7□％   
占ロ％   
5口％   
40ヲ畠   
3口％   
20ヲ名  

























































































表 ≡EU諸国の失業率  
1961－70  197l－80  1981－90  1991－95   ’9   ナ   ’9  ’9  ’0  1996－00   
ベルギー   21－   4．   9．7   8．5  9．8  9．5  9．5  8；8  7．0   8．9   
デンマーク   1，1   3．7   7．4   8．6   6  5．1  5．2  5．2  4．7   5．2 
ドイツ   0．7   2．2   6   7．3   9  9．7  9．3  8．6  8．I   8．9  
ギリシア   5．1   2．2   6．4   8．3   9  8．9  10．9  11．7  11．   10．3  
スペイン   2．5   5．4  18．5   20．9  22．2  21．3  18．8  15．9  14．1   18．5  
フランス   1．8   4．1   9．2   11．1  12．3  12．5  11．8  11．2  9．5   11．5  
アイルランド   5．4   7．7   14．7   14．5  12．・3  11．7  7．5  5．6  4．2   8．3  
イタリア   4．8   6．1   8．8   10．3   12   12  11．8  11．3  10．5   11．5   
ルタセンブルグ   0   0．6   2．5   2．   3．1  3．3  2．7  2．3  2．2   2 7  
オランダ   0．9   4．4   8．5   6．4  6．6   6  4．0  3．3  2．8   4．5  
オーストリア   2   1．6   3．4   3．8  4．1  4．2  4．5  4．0  3．7   4．1   
ポルトガル   2．5   5．1   7   5．6  7．3   7  5．2  4，5  4．2   5．6   
フィンランド   2   4．1   5．5   14．5  15．7   14  11．  1012  9．8   12．2  
スウェーデン   1．7   2．1   2．7   7．5   10  9．9  8．3  7．2  5．9   8．3   
イギリス   1．7   3．8   9．8   9．5  8．2  6．8  6．3  6．1  5．6   6．6   
EUR15ケ国   2．2   4   9   10．1   10．6  9．9  9．才  8．3   9．    
標準偏差   1．6   1．8   4．1   4．5  4．6  4．4  4．0  3． 3．9   
伽 係数   0 7   0 5   0．5   0．4  0．4  0．4  0．4  0．4  0．4   0．4   
肯3   0 7   1・4   2 9   4．0  4．4  4．2  4．0  3．6  3．1   4．2   
3   5．1   6．4  14．3   16．6  16．7  15．9  14．1  13．0  11．9   13．0  
EC Commission，EbrcpeaD舵oDOnV，data from1961to1997，No・63，1997・p・348－379・  
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ハイテク産業におけるベンチャー市場の規模（1995年－2000年，対GDP比）  
これらの事からわかるように、新たに雇用を創出する競争力のあるリーディングセクター  









































EUにおける直接投資フロー  （単位：10億ユーロ）  
流出額   涜入額  
19951996199719981999  19951996199719981999   
EU   122144197 380 616   87  86 113 222 415   
対域内   63  74  93 139318   47  49  72117 305   
由域外  61 69 109 222298  ヰ 36 47 106115   
（出所）Eums也t2001  
EUを各国別にして、対外直接投資の対GDP比を見てみると、アメリカや日本に比べて  
11l   
高いことが分かる。   
主要国対外直接投資の対GDP比  （単位：％）  
流出額   流入額  
1985 1990 199S 1998 1985199019951998   
EU  
フランス  
10．3 11．7 15．4 22．9   8．3 IO．7 12．4 17．3  
ドイツ  
7．1 9．2 12．0 15．9   6．4 7．2  9．4 11．7  
8．69．211．117．3   5．3 ¢．8 6．9 9．i  
イタリア  3．9  5」2 10．0 14．l   ‘5 5．3 5．畠 88   
オランダ   37．3 38．4 45．4 68．9   19．525．9 3l．5 48．0   
イギリス   21．9 23．4 27．4 35．9   14．0 20．8 18．0 23．3   
アメリカ   
6．2  7．8  9．911．5   4．6 7．1 7．6 9．5   
日本   



























1992   1993   1卵4   1995   1卵占   1卵7  憫8   19卵  28ロ8  2DOl  
（注）変動係数＝標準偏差／平均値（×100）  
さらにこのような現状であるにも関わらず、アジェンダ2000によって、EU財政は拡大  





2000   2001   2002   2、003   20d4   2005 2006   
構造基金  294．30   288．40  282．50   76．70  270．80   270. 80 2636. 60 
結合基金  26．15   26．15   26，15   26．15   25．15   25. 15 25. 10 











ギリシャ  アイルランド  ス十ミイン  ポルトガル   EUR4   
％GDP  
1989－1993  
1994－1999   
2000－2006   
′＝ナナ   
1989⊥1993   11．8   15．0   2．9   12．4   5．5   
1994t1999   14．8   9．6   6．7   14．2   8．9   
2000－2006   12．3   2鱒   串．5   11．4   6．9   
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の進出企業が現地市場に向けた生産を目的とするものへと変化していくことが予想される。  
表2：地域間貿易額比率（％）  
輸出先 EU（15）：CEEC   
輸出元 
EU（15）   1999  63．8  3．8  
2000  62．4  3．9  
2001  61．9  4．2  
CEEC   1999  67．6   11．8  
2000  68．5   11．8  








表3：SITCによる貿易構造の変化  （current prices）  
Year，  
quarter  Commodity groups in per cent of total exp rts  






Machinery and transport equipment  
???
?????? ????? ??
42．4 27．4 57．2  
44．5 39．9 59．8  
47．4 36．3 57．6  
49．3 28．4 56．7  
6，6 16．7 30．3  
7．117．4 34，2  
8．3 20．0 36．2  
















1991  1992  1993  1994  1995  1996  1997  1998  1999  2000   
B   102  100  102  105  109  103   99   99  102  101   
DK   131  133  133  130  133  126  126  124  122  122   
D   107  109  115  112  115  112  106  106  104  101   
EL   77   77   78   78   78   81   83   80   82   80   
E   95   95   86   84   83   83   82   84   3 84   
F   101  103  109  110  111  113  106  104  105  103   
IRL   95   95   91   90   86   94   97   99  103  109   
99   98   98   86   80   87   89   88   86   86   
L   92   93   97  100  106  101  100  101   98  96   
NL   99  100  105  106  107  103   96   95   97   99   
A   105  105  110  110  115  109  106  106  101   98  
P   68   75   73   69   73   74   73   72   73   72   
FIN  129  108  116  123  117  119  118  120  117   
S   148  146  121  120  118  127  126  122  125  129   
















































nd  ±2．25％  
資料‥J・Kroeger＆D・Redonnet，“ExchangeRegimesandEconomicIntegration：  
















































貨導入の際には、経済構造の変化を踏まえた、動学的な視点からの分析が必要である。   
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